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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災より, 東京電力福島第一原子力発電所事故が引き起こされ, 大量の放射性物質

が大気中に放出され, 農耕地や森林などで甚大な放射能汚染が引き起こされた。 Cs-134 と Cs-137 の半減期はそれ

ぞれ 2.06 年, 30.2 年と長いことから, 農耕地や森林などの土壌で長期的に残留することが懸念されている。このため,

放射性 Cs によって汚染された農耕地から農作物への吸収量を把握することが喫緊の課題となっている。本研究では福

島県内の現地ほ場 (1 か所) における放射性物質の分布状況を調査した。

(1) 耕起前のほ場における深さ0-2.5cmの土壌中放射性Csは2,500-20,000 Bq/kg dwであり8倍のばらつきがみら

れた（図1左）。

(2) 耕起後のほ場における深さ0-2.5cmの土壌中放射性Csは2,000-4,000 Bq/kg dwであり2倍のばらつきがみら

れた（図1右）。

(3) 耕起前のほ場における垂直方向の土壌中放射性Cs濃度は深さ0-2.5cm, 2.5-5.0cm, 5.0-10cmでそれぞれ

8000, 200, 40 Bq/kg dwであり, 約97%以上が表層から2.5cm以内に存在していた（図1左）。

(4) 耕起後のほ場における垂直方向の土壌中放射性Cs濃度は深さ0-2.5cm, 2.5-5.0cm, 5.0-10cmでそれぞれ

3000, 3000, 3500 Bq/kg dwであった（図1右）。

２ 期待される効果

なし。

３ 活用上の留意点

(1) 各種農作物の吸収量を正確に評価するには、土壌採取する際、株元土壌を採取する必要がある。

(2) ほ場内では土壌中放射性セシウムに大きなばらつきがあることから、十分に耕起する必要がある。



Ⅱ 具体的データ等

耕起前 耕起後

図1 現地ほ場における土壌中放射性Csの水平分布および垂直分布

Ⅲ その他
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